
日鏡外会誌　第 16巻　第 5号・2011年 10月658

●編集委員（50 音順）

池田 徳彦 大須賀 穣 小澤 壯治 北川 雄光 北野 正剛
近藤 幸尋 坂井 義治 森　 俊幸 山本　 学

　本誌の発行などを通して安全な内視鏡外科医療を国民に提供することが本会の大きな責務の一つです．
2004 年に発足した技術認定制度の成功が折に触れ国内外から高い評価を得ているのも，未編集ビデオを
匿名化して公平に評価する世界に誇れる制度を確立できたからです．今年度の技術認定試験の合格率は，
十分な経験のもとベストビデオを提出していただいたはずであるにも関わらず，依然 30％と最難関の試
験です．それは地域と専門領域における指導者としての知識と安全な技術が要求されるからです．合否の
判定は，難手術に挑戦するスーパードクターを求めているわけではなく，いかに安全で理にかなった標準
的な手技を行っているかを審査員に伝えるかにかかっています．この認定証取得者こそ真の意味での専門
医であると考えています．もともと専門医の概念は一般的に「5年間以上の専門技術研修を受け，資格審
査ならびに専門医試験に合格して，学会等によって認定された医師」とされています．
　わが国における専門医整備に関わる活動としては，1981 年の “学会認定医制度協議会”に始まります．
その後，紆余曲折があり 2001 年，“専門医認定制協議会”と名称が変更された後，突然 2002 年に厚生労働
大臣告示「専門医広告に関する基準手続き等」いわゆる外形基準 9項目が提示され，これを満たせば専門
医として広告できることとなった経緯があります．本会は 2010 年をもって一般社団法人となり研修機会
の整備と手続きを踏めば，いずれも専門医を認定できることになりました．しかし，評議員会総会で報告
の通り，世界に誇れる技術認定をいろいろな学会が認定している多くの専門医と同列のものではなく，
“より特色のある技術認定に基づいた新たな認定と専門医”の公的認定が可能かどうか，担当部局と現在や
り取りしている最中です．本格的な認定には法律の改正など，大きな壁があるのも事実ですが，不可能を
可能にするつもりで何とか乗り越え，早急な技術認定の公的認知と診療報酬への反映を求めていきたいと
考えています．会員諸氏のご支援とご協力を切に願っています．

（北野正剛）
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第 16 巻 6 号
『投稿論文特集』

●手術手技
吊り上げ鉤を用いた腹壁全層吊り上げ法による単孔式腹腔鏡下胆囊摘出術  下松谷　匠・他　長浜赤十字病院外科
●私の工夫
腹腔鏡下手術における体位固定の工夫―2枚のマジックベッドを用いた方法  天白典秀・他　山梨厚生病院外科
●症例報告
肛門管に浸潤した直腸癌に対する腹腔鏡下内括約筋切除術－自然肛門温存術を 
目指したS-1 による術前化学放射線療法が奏効した 1例  
 塩川洋之・他　東邦大学医療センター大森病院一般・消化器外科

胆囊動脈閉鎖クリップが関与し興味ある経過をとった腹腔鏡下胆囊摘出術後の 
胆汁瘻の 1例  洞口正志・他　公立刈田綜合病院外科

クモ膜囊胞 - 腹腔腔内シャントを留置された高度肥満患者に対する 
単孔式腹腔鏡下胆囊摘出術  池辺　孝・他　医療法人社団敬誠会合志病院外科
高齢者気腫性胆囊炎に対して一期的腹腔鏡下胆囊摘出術を施行した 1例  大谷弘樹・他　三豊総合病院外科
十二指腸に嵌頓した胃原発GISTに対して腹腔鏡補助下幽門側胃切除を 
施行した 1例  柴田亮輔・他　福岡大学医学部消化器外科
腹腔鏡下に切除した小腸間膜原発Castleman 病の 1例  川崎貴秀・他　大分大学医学部第一外科
腹腔鏡補助下左結腸切除術後に温存した下腸間膜動脈と腸間膜欠損部で 
形成された間隙に生じた内ヘルニアの 1例   市村龍之助・他　北海道消化器科病院外科
海外文献抄録  山本　学／北川雄光・他
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他に症例報告が数編あります．
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